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サ
ッ
カ
ー
部
が
16
大
会
ぶ
り
大
学
日
本
一

決
勝
で
筑
波
大
下
し
、
8
度
目
の
全
国
制
覇

　

サ
ッ
カ
ー
部
が
16
大
会
ぶ
り

に
大
学
日
本
一
に
輝
い
た―
。

１
月
11
日
、
国
立
競
技
場
で
行

わ
れ
た
全
日
本
大
学
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
（
通
称
：
イ
ン
カ

レ
）
決
勝
戦
で
、
中
大
は
筑
波

大
を
２
―
１
で
下
し
、
16
大
会

ぶ
り
８
度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
た
こ
の
日
、

国
立
競
技
場
の
バ
ッ
ク
ス
タ
ン

ド
に
は
、
大

学
関
係
者
は

じ
め
卒
業
生
、

学
生
ら
が
大

勢
応
援
に
駆

け
つ
け
た
。

　

「
サ
ッ

カ
ー
の
応
援

は
初
め
て
」

と
い
う
の
は

Ｏ
Ｂ
の
岡
島

芳
彦
さ
ん

（
昭
和
57
年

卒
）。
ス
タ

ン
ド
上
段
に

は
、
サ
ッ

カ
ー
部
Ｏ

Ｂ
で
技
術
部
長
の
助
川
博
さ
ん

（
昭
和
36
年
卒
）、
同
じ
く
Ｏ

Ｂ
で
技
術
委
員
の
鈴
木
攻
さ
ん

（
昭
和
41
年
卒
）が
声
援
を
送
っ

て
い
た
。

　

２
―
１
の
1
点
リ
ー
ド
で
前

半
を
終
え
、
助
川
さ
ん
は
「
前

半
は
流
れ
の
中
で
よ
い
感
じ
に

点
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
後
半
は
点
を
取
ら
れ
ず
に

済
む
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」
と
余
裕
の
表
情
。
鈴
木
さ

ん
も
「
出
だ
し
は
抜
群
。
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
も
よ
く
で
き
て
い

る
」
と
優
勝
を
確
信
し
て
い
た
。

　

さ
ら
に
ス
タ
ン
ド
の
上
に
は
、

こ
の
日
、
出
場
停
止
の
山
形
雄

介
主
将
に
代
わ
っ
て
キ
ャ
プ
テ

ン
マ
ー
ク
を
つ
け
た
Ｍ
Ｆ
南
木

享
選
手
の
母
、
智
姫
さ
ん
が
駆

け
つ
け
て
い
た
。「
今
日
は
息

子
の
中
学
の
と
き
の
友
達
が
、

栃
木
か
ら
応

援
に
来
て
く

れ
て
い
ま
す
。

高
校
の
父
母

会
の
皆
さ
ん

も
沢
山
応
援

に
駆
け
つ
け

て
く
れ
ま
し

た
。
息
子
が

い
ま
決
勝
戦

の
ピ
ッ
チ
に

立
っ
て
い
る

の
は
最
高
の

親
孝
行
だ
と

思
っ
て
い
ま

す
」
と
智
姫

さ
ん
は
、
顔

を
ほ
こ
ろ
ば

せ
た
。

　

ハ
ー
フ
タ
イ
ム
終
了
直
前
、

ス
タ
ン
ド
最
前
列
で
山
形
主
将

が
応
援
席
に
向
け
て
、
メ
ガ
ホ

ン
で
声
を
張
り
上
げ
た
。「
あ

と
45
分
で
中
央
大
学
の
歴
史
が

変
わ
り
ま
す
」―

。

　

後
半
、
中
大
イ
レ
ブ
ン
は
筑

波
大
の
猛
攻
を
し
の
ぎ
、
つ
い

に
１
点
差
を
守
り
き
っ
た
。
そ

の
瞬
間
、「
お
め
で
と
う
」「
日

本
一
」な
ど
の
掛
け
声
と
、「W

e 
are 

中
央
」
コ
ー
ル
が
巻
き
起

こ
り
、
応
援
席
は
校
歌
の
大
合

唱
と
歓
喜
の
渦
に
包
ま
れ
た
。

　

優
勝
し
た
中
大
か
ら
最
優
秀

選
手
賞
に
櫛
引
祐
輔
選
手
（
経

３
）、
優
秀
選
手
賞
に
斎
藤
広

野
選
手
（
文
４
）、
新
田
圭
選

手
（
経
２
）
が
選
ば
れ
た
。

OB や大学関係者と喜びの握手を交わす山形雄介主将（当時）

国立競技場の電光掲示板に輝く「優勝おめでとう 中央大学」
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佐
藤
健
監
督
は
、「
苦
し
み

な
が
ら
も
一
人
ひ
と
り
の
頑
張

り
で
勝
ち
取
っ
た
試
合
で
し
た
。

技
術
的
に
は
相
手
が
上
で
し
た

の
で
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
、
運
動

量
で
対
応
し
ま
し
た
」
と
決
勝

戦
を
振
り
返
っ
た
。
16
大
会
ぶ

り
の
優
勝
に
は
、「
特
別
な
感

慨
は
な
い
で
す
」
と
し
た
う
え

で
、「
今
シ
ー
ズ
ン
は
タ
イ
ト

ル
を
取
り
に
行
く
と
い
う
意
識

が
み
ん
な
に
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
だ
け
の
こ
と
を
や
っ
て
き
た

自
信
も
あ
っ
た
。
４
年
が
３
年

以
下
の
選
手
を
し
っ
か
り
ま
と

め
て
く
れ
た
こ
と
が
大
き
い
と

い
え
る
で
し
ょ
う
」
と
チ
ー
ム

一
丸
の
優
勝
を
強
調
し
た
。

　

こ
の
日
、
応
援
に
来
て
い
た

永
井
和
之
総
長
・
学
長
は
、「
い

や
、
こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と

は
な
い
で
す
ね
。
選
手
の
み
な

さ
ん
に
は
中
大
に
素
晴
ら
し
い

思
い
出
を
あ
り
が
と
う
、
と
言

い
た
い
。
今
日
の
優
勝
は
10
年
、

20
年
と
続
く
財
産
と
な
る
で

し
ょ
う
」
と
選
手
ら
を
讃
え
た
。

（
学
生
記
者　

駒
田
恵
＝
法
学

部
４
年
／
上
田
雄
太
＝
文
学
部

４
年
）

テ
レ
ビ
報
道
の
最
前
線
に
触
れ
る

5
月
ス
タ
ー
ト
の
裁
判
員
制
度
に
関
心

FNN 報道センター

　

「H
akum

on

ち
ゅ
う
お

う
」
の
〝
番
外
企
画
〞
と
し

て
、
学
生
記
者
７
人
が
２
月
６

日
、
東
京
・
港
区
台
場
の
フ
ジ

テ
レ
ビ
本
社
を
見
学
・
取
材
し

た
。
体
験
取
材
の
一
環
と
し
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
学
生
記

者
が
フ
ジ
テ
レ
ビ
を
訪
問
し
た

の
は
、
数
え
て
３
回
目
。

　

こ
の
日
、
案
内
し
て
く
だ

さ
っ
た
の
は
、
深
夜
の
報
道
番

組
『
ニ
ュ
ー
ス
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
』

の
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
る
箕
輪

幸
人
さ
ん
。
事
件
、
裁
判
な
ど

を
担
当
す
る
社
会
部
出
身
で
、

５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
裁
判

員
制
度
に
精
通
し
た
解
説
委
員

だ
。

　

ま
ず
向
か
っ
た
の
は
、
報
道

セ
ン
タ
ー
。
政
治
、
経
済
、
社

会
な
ど
担
当
ご
と
に
机
が
配
置

さ
れ
、
資
料
で
一
杯
の
机
の
間

を
、
せ
わ
し
な
く
人
々
が
行
き

交
う
。
こ
こ
で
は
ニ
ュ
ー
ス
内

容
の
選
定
と
作
成
、
映
像
の
編

集
、
そ
し
て
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
な

ど
出
演
者
も
交
え
て
の
放
送
内

容
の
確
認
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

円
卓
の
机
に
は
、
夕
方
の
報

道
番
組『
ス
ー
パ
ー
ニ
ュ
ー
ス
』

の
放
送
を
控
え
、
打
ち
合
わ
せ

を
す
る
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
の

安
藤
優
子
さ
ん
、
木
村
太
郎
さ

ん
の
姿
も
見
え
た
。

　

次
は
報
道
セ
ン
タ
ー
の
奥
に

あ
る
ス
タ
ジ
オ
へ
。
大
型
の
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
を
中
心
に
、
ワ
ン

フ
ロ
ア
内
の
四
隅
を
利
用
し
て

『
め
ざ
ま
し
テ
レ
ビ
』『
ス
ー

パ
ー
ニ
ュ
ー
ス
』『
ニ
ュ
ー
ス

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
』
の
セ
ッ
ト
が
組

ん
で
あ
る
。
思
っ
て
い
た
ほ
ど

に
は
広
く
感
じ
な
い
。

　

天
井
に
は
隙
間
が
無
い
ほ
ど

に
多
く
の
ラ
イ
ト
が
取
り
付
け

ら
れ
て
い
る
。
足
元
に
は
無
数

の
コ
ー
ド
が
交
差
し
、
放
送
前

の
セ
ッ
ト
に
は
荷
物
が
置
か
れ

て
い
て
、
か

な
り
雑
然
と

し
た
雰
囲
気

だ
。

　

そ
の
後
に

向
か
っ
た
報

道
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
室
で

は
、
薄
暗
い

部
屋
の
中
の

広
い
壁
一
面

に
大
小
い
く

つ
も
の
テ
レ

ビ
画
面
が

セ
ッ
ト
さ
れ

て
い
る
。
こ

こ
か
ら
ス
タ
ジ
オ
の
カ
メ
ラ
マ

ン
や
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
直
接
指

示
が
出
さ
れ
る
。
テ
レ
ビ
放
送

の
「
中
枢
基
地
」
だ
。

　

一
通
り
放
送
施
設
を
見
学
・

取
材
し
た
後
は
、
会
議
室
で
箕

輪
さ
ん
に
質
疑
応
答
形
式
で
お

話
を
聞
い
た
。
箕
輪
さ
ん
は
社

会
部
の
出
身
と
あ
っ
て
、
裁
判

員
制
度
に
大
変
関
心
が
あ
り
、

そ
の
行
方
に
注
目
し
て
い
る
と

い
う
。
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箕
輪
さ
ん
は
、「
裁
判
所
の

敷
居
は
高
い
と
思
わ
れ
て
い
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な

に
高
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
前
置

き
。
そ
の
う
え
で
裁
判
員
制
度

に
つ
い
て
、「
法
律
の
解
釈
の

た
め
で
は
な
く
、
裁
判
官
３
人

の
目
よ
り
も
裁
判
員
６
人
を
合

わ
せ
た
９
人
の
目
で
み
る
の
が

裁
判
員
制
度
で
す
。
事
件
は
ど

う
し
て
も
人
ご
と
の
よ
う
に
思

い
が
ち
で
す
が
、
裁
判
員
を
体

験
す
れ
ば
、
事
件
を
身
近
に
実

感
し
て
、
世
の
中
を
よ
り
良
く

し
て
い
こ
う
と
思
う
よ
う
に
な

る
で
し
ょ
う
」
と
説
明
さ
れ
た
。

（
学
生
記
者　

小
室
靖
明
＝
理

工
学
部
４
年
）

政
治
の
表
舞
台
・
永
田
町
を
取
材

現
場
を
肌
で
感
じ
、
政
治
が
少
し
身
近
に

自民党総裁室

　

国
会
議
事
堂
を
中
心
に
衆
参

両
院
の
議
員
会
館
や
各
政
党
本

部
な
ど
の
建
物
が
構
え
る
東

京
・
永
田
町
を
訪
ね
歩
く
機
会

を
得
て
、
学

生
記
者
５
人

は
編
集
長
と

一
緒
に
１
月

30
日
、
周
辺

を
取
材
し
た
。

日
本
の
政
治

の
表
舞
台
で

あ
る
永
田
町

で
は
、
衆
院

議
員
の
任
期

満
了
を
９
月

に
控
え
、
衆

院
解
散
・
総

選
挙
の
時
期
が
最
大
の
関
心
事

に
な
っ
て
い
る
。

　

学
生
記
者
が
ま
ず
向
か
っ
た

の
は
、
自
民
党
本
部
。
目
と
鼻

の
先
に
は
、
野
党
第
１
党
の
民

主
党
本
部
が
あ
る
。
永
田
町
に

は
社
民
党
本
部
も
あ
る
。
自
民

党
本
部
で
は
、
紹
介
を
得
て
訪

ね
た
職
員
の
方
の
案
内
で
本
部

内
を
取
材
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
良

く
見
か
け
る
正
面
玄
関
か
ら
中

に
入
り
、
４
階
へ
。
幹
事
長
室

や
党
役
員
会
議
室
、
そ
し
て
総

裁
室
が
あ
る
一
角
は
、
重
厚
な

ガ
ラ
ス
扉
で
仕
切
ら
れ
て
お
り
、

普
段
は
新
聞
記
者
や
テ
レ
ビ
報

道
記
者
で
も
な
か
な
か
中
に
は

入
れ
な
い
と
い
う
。

　

学
生
記
者
は
、
運
良
く
了
解

を
得
て
、
中
に
入
る
こ
と
が
で

き
た
。
役
員
会
議
室
に
は
、
額

に
入
っ
た
歴
代
の
自
民
党
総
裁

の
写
真
が
部
屋
の
壁
を
ほ
ぼ
一

巡
り
す
る
よ
う
に
飾
ら
れ
て
い

る
。
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
一
室

だ
。
そ
し
て
総
裁
室
へ
。
分
厚

い
書
物
が
詰
ま
っ
た
本
棚
が
あ

り
、
そ
の
前
に
は
大
き
な
机

と
、
総
裁
が
座
る
椅
子
が
あ
っ

た
。
新
し
く
総
裁
に
な
っ
た
人

が
、
こ
の
椅
子
に
座
っ
て
、
感

想
を
述
べ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
を

見
た
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
た
。

　

同
じ
フ
ロ
ア
に
は
、
報
道
各

社
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
平
河

ク
ラ
ブ
と
呼
ば
れ
る
自
民
党
担

当
の
記
者
ク
ラ
ブ
が
あ
る
。
こ

の
日
は
、
国
会
開
会
中
で
閑
散

と
し
て
い
た
が
、
ソ
フ
ァ
に
横

に
な
っ
て
仮
眠
を
と
っ
て
い
る

記
者
の
姿
も
チ
ラ
ホ
ラ
み
ら
れ

た
。

　

記
者
ク
ラ
ブ
の
中
に
は
、
記

者
会
見
室
が
併
設
さ
れ
て
い
た
。

想
像
し
て
い
た
ほ
ど
に
は
広
く

な
い
。
む
し
ろ
狭
く
感
じ
た
く

ら
い
だ
。

　

「
政
治
に
大
き
な
動
き
が
あ

る
と
、
こ
こ
は
国
会
議
員
や
記

者
で
ご
っ
た
返
し
ま
す
」
と
い

う
職
員
の
方
の
説
明
を
あ
と
に
、

今
度
は
、
国
会
議
事
堂
を
左
に

見
な
が
ら
、
国
会
記
者
会
館
に

向
か
っ
た
。
こ
こ
は
報
道
各
社

の
部
屋
が
あ
り
、
取
材
に
飛
び

回
る
政
治
記
者
の
拠
点
に
な
っ

て
い
る
。

　

国
会
記
者
会
館
で
は
、
記
者

の
方
々
が
衆
院
本
会
議
の
テ
レ

ビ
中
継
を
み
な
が
ら
、
記
事
を

作
成
さ
れ
て
い
る
最
中
だ
っ
た
。

　

今
回
の
永
田
町
周
辺
取
材
で

は
、
普
段
、
テ
レ
ビ
で
し
か
見

る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
政
治

の
現
場
や
そ
れ
を
国
民
に
伝
え

る
記
者
の
仕
事
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、
政
治
を
少
し
身
近
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

（
学
生
記
者　

吉
田
百
合
香
＝

法
学
部
４
年
）
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総
合
政
策
学
部
創
立
15
周
年
記
念
式
典
開
く

講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
祝
賀
会
盛
大
に

　

総
合
政
策
学
部
の
創
立
15
周

年
を
祝
う
記
念
式
典
が
３
月
14

日
午
後
、
駿
河
台
記
念
館
で
盛

大
に
催
さ
れ
た
。
こ
の
日
は
、

講
演
会
と
卒
業
生
を
パ
ネ
リ
ス

ト
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
た
あ
と
、
関
係
者
が
多
数

出
席
し
て
祝
賀
会
が
開
か
れ
、

15
周
年
を
祝
っ
て
親
睦
を
深
め

た
。

　

記
念
式
典
で
は
冒
頭
、
横
山

彰
・
総
合
政
策
学
部
長
が
開
会

挨
拶
し
た
の
に
続
き
、
初
代
学

部
長
の
渥
美
東
洋
先
生
が
創
立

の
構
想
に
つ
い
て
講
話
。
こ

の
中
で
、
渥
美
先
生
は
、「
カ

ベ
の
向
こ
う
側
に
い
る
人
と
、

し
っ
か
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
し

て
、
ど
う
し
た
ら
カ
ベ
を
壊
せ

る
か
を
考
え
る
人
を
育
て
る
学

部
に
し
た
か
っ
た
」
と
し
て
、

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
な
ど
当
時

の
国
際
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、

新
し
い
時
代
に
向
け
た
学
部
の

創
立
を
構
想
し
た
こ
と
を
紹
介

さ
れ
た
。

　

こ
の
あ
と
復
旦
大
学
国
際
政

治
学
部
長
の
樊
勇
明
先
生
が
、

『
中
国
経
済
の
行
方
と
中
日
交

流
』
と
題
し
て
、
ま
た
ド
イ
ツ

― 

日
本
研
究
所
所
長
の
フ
ロ

リ
ア
ン
・
ク
ル
マ
ス
先
生
が『
言

語
の
選
択―

経
済
的
な
考
察
か

ら
』
と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
記

念
講
演
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
ん
で
行
わ
れ
た

「
私
た
ち
の
総
合
政
策
」
と
銘

打
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

平
野
晋
教
授
の
司
会
で
、
総
合

政
策
学
部
の
卒
業
生
６
人
を
パ

ネ
リ
ス
ト
に
、
な
ぜ
総
合
政
策

学
部
を
選
ん
だ
か
、
学
部
時
代

を
ど
う
過
ご
し
た
か
、
な
ど
に

つ
い
て
活
発
に
討
論
を
交
わ
し

た
。

　

こ
の
中
で
、
総
政
を
選
ん
だ

理
由
に
つ
い
て
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、

「
何
で
も
学
ん
で
選
択
肢
を
み

つ
け
る
に
は
、
何
か
示
唆
を
与

え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
た
」（
１
期
生
の
大
町
和

也
さ
ん
＝
日
本
放
送
協
会
報
道

局
）、「
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
み

て
、
勉
強
し
て
み
た
か
っ
た
」

（
２
期
生
の
友
知
政
樹
さ
ん
＝

沖
縄
国
際
大
学
経
済
学
部
地
域

環
境
政
策
学
科
准
教
授
）、「
既

存
の
枠
に
縛
ら
れ
な
い
コ
ン

セ
プ
ト
に
ひ
か
れ
た
」（
３
期

生
の
久
保
紀
世
子
さ
ん
＝
朝
日

新
聞
記
者
）、「
国
際
関
係
と
Ｉ

Ｔ
と
英
語
の
３
つ
が
学
べ
る
の

は
総
政
し
か
な
か
っ
た
」（
５

期
生
の
野
村
留
美
子
さ
ん
＝
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
事
務

所
）、「
社
会
科
が
好
き
で
、歴
史
、

地
理
、
政
経
な
ど
い
ろ
い
ろ
学

べ
、
し
か
も
英
語
に
強
い
の
で

決
め
た
」（
10
期
生
の
北
本
紗

織
さ
ん
＝
中
央
大
学
高
等
学
校

英
語
科
教
諭
）、「
何
で
も
で
き

る
と
考
え
て
入
っ
た
」（
11
期

生
の
渡
邉
倫
幸
さ
ん
＝
総
務
省

行
政
管
理
局
行
政
情
報
シ
ス
テ

ム
企
画
課
）―

な
ど
と
当
時
の

考
え
を
披
露
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
あ
と
は
、

会
場
を
移
し
て
、
祝
賀
会
が
開

か
れ
、
15
年
間
の
歩
み
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
学
部

の
発
展
に
つ
い
て
話
の
花
を
咲

か
せ
た
。 

（
編
集
室
）

総合政策学部創立15周年シンポジウムのパネリストの皆さん


